
ヴェルディ作曲 オペラ「ナブッコ」より ヘブライ人の奴隷たちの合唱 

～行け、我が想いよ、金色の翼に乗って～ 

 

このオペラの時は、紀元前５８０年頃、場所はエルサレムとバビロニア。 

ナブッコというのはバビロニアの王の名前で、彼はユダヤ人の国、エルサレムを攻めようと

している。しかし、エルサレムにはナブッコの娘、フェネーナが人質となっているので、簡

単には攻められずにいる。 

大切な人質を見張っているのはユダヤ王の甥で若き武将のイズマエーレ。彼はかつてバビ

ロニアに使者として出向いたおりに、囚われて牢に入れられたところを、王女フェネーナに

助けられ、それ以来ひそかに恋仲となっている。しかし、フェネーナには男まさりの女武者、

アビガイッレという姉がいて、彼女もまたバビロニアに使者として来たイズマエーレを慕

っていた。という昼ドラのようなドロドロの三角関係の中、物語は進行する。 

さて、皆さんの歌うこの有名な合唱曲は、このオペラの第３幕、第２場で歌われる。エルサ

レムを追われ、強制労働に従事するユダヤ人に扮した皆さん。ボロボロの衣装で登場して 

故国に思いを馳せて歌うのが、この曲です。イタリア語の発音（カタカナ表記）と訳はすで

にお手元にあると思います。 

 

最初の前奏は、鎖を引きずる音（皆さんは鎖につながれている）や、川辺の鳥の鳴き声、イ

スラエルの民の嘆きや、想いを馳せる様子など、風景や心の動きをイメージさせるようなメ

ロディーとなっている。 

出だしは、調号通り嬰ヘ長調 ミ→レ→ド→ソ、ソ→ソ→ミ→ド→ド→シ→レ→ファと始ま

る。 

２１小節のアウフタクトから嬰ハ長調に転調。ラ→ラ→ソ→シ→ラ→ソ→ファ→ラ→ソ→

ファ→ミ→ファ→ソとなる。 

２５小節のアウフタクトから嬰ヘ長調に戻る。 

２９小節のアウフタクトから再び嬰ハ長調に転調。 

３７小節のアウフタクトから嬰ヘ短調に転調。 

４１小節のアウフタクトから再び嬰ヘ長調に戻って終わりまでこの調です。 

 

＊１２小節からオーケストラは３連音符をきざみますが、それに惑わされないように、皆さ

んは付点 8 分音符と１６分音符をするどく歌ってください。 

 

＊２４小節目は、一息で２５小節の patria の後でブレスを。 

 

＊２９小節の４拍目は S1, S2, T1, T2 は 3 連音符ですが、Alt と Bass は付点８分音符と 



 １６分音符です。この２つのグループのリズムがしっかりずれるように意識してくださ

い。同じことが３３小節の４拍目、３５小節の４拍目にもいえます。 

 

＊４０小節の mento, O の後でブレスしてください。 

 

＊４８小節の al patire の後でブレスしてください。 

 

＊５０小節の１拍目からハミングにして、５１小節の１拍目までのばします。Virtu と 

ハミングの間はブレスなしでお願いします。 


